
 

中国国家行政学院が来日 

「危機管理」をテーマに各地で研修 

 

 

2008 年 11 月 25 日から 12 月２日まで、中国国家行政学院訪日団（団長＝朱国仁・国家行政学院

研究生部副主任）が来日した。一行は、同学院幹部３名、中央政府及び地方行政貴管の幹部職員

50 名で構成された計 53 名。「危機管理体制」を主要テーマに、東京、埼玉、兵庫、山口の各地を訪

れ、研修や日本の青年公務員らとの交流に参加した。 

 

一行はまず埼玉県入間市の人事院公務員研修所に向

かい、日本の行政制度の仕組みや公務員倫理等に関す

る講義を受けた。また、日本の公務員と意見交換会やス

ポーツを通して親交を深めた。 

来日３日目には都内へ移動。日本の科学技術立国戦略

や日中関係など一連のセミナーに出席し、質疑応答では

積極的に発言する姿が見られた。 

レセプションで谷野副会長（左 4）と 

歓談する訪日団員 

レセプションで谷野副会長（左 4）を囲み

歓談する訪日団員  

 

08 年は国家行政学院と日本の公務員との相互訪問交流 10 周年に当たる。セミナー後に開かれ

た意見交換会には、これまでに国家行政学院で訪中研修した経験をもつ日本の公務員十数名が参

加。感想や思い出を披露し、訪日団員の興味を引いていた。 

当財団主催の歓迎レセプションでは、谷野作太郎副会長が歓迎の挨拶を述べ、「両国の公務員

が交流し、互いに学びあうことは、相互理解と日中協力関係を深める上できわめて有意義である」と

本事業の意義を強調した。 

 

一行はまた、早稲田大学、富士通株式会社によるセミナーや懇親会に参加。11 月 29 日に東京を

離れ、神戸市で阪神・淡路大震災の教訓について、山口県宇部市で台風被害等の防災について研

修し、福岡空港より 12 月 2 日、全員無事に帰国した。 

本代表団の受け入れにご協力下さった外務省、早稲田大学、富士通株式会社、宇部市、関係団

体・企業の皆様に、この場を借りて厚く御礼申し上げたい。 

                                        （総合交流部） 

 

 

 

 

 

 



 

中国国家行政学院訪日団 日程表 

 

日付 プログラムの内容 

11 月 25 日 火 午後 成田空港到着 

オリエンテーションオリエンテーション 

歓迎会 

午前 日本の行政制度の仕組みと改革に関する講義 11 月 26 日 水 

午後 日本の公務員倫理制度に関する講義 

日中研修員意見交換会 

スポーツ交流（卓球、バドミントン） 

午前 日本の科学技術立国戦略に関する講義 

講師：政策研究大学院大学 准教授 角南 篤 

11 月 27 日 木 

午後 谷野日中友好会館副会長による講演 

訪中公務員との交流 

日中友好会館主催レセプション 

午前 危機管理体制と構造に関する講義 

早稲田大学キャンパス見学 

早稲田大学主催昼食会 

11 月 28 日 金 

午後 富士通株式会社・伊東副会長による講演 

富士通株式会社主催懇親会 

午前 神戸へ移動 11 月 29 日 土 

午後 アジア防災センター（ＡＤＲＣ）鈴木弘二所長による講義 

午前 洲本市内視察 11 月 30 日 日 

午後 人と防災未来センター訪問 

山口県へ移動 

午前 宇部市役所訪問（市長挨拶、講義） 12 月 1 日 月 

午後 関連施設視察 

夕食会 

午前 福岡へ移動 12 月 1 日 火 

午後 帰国 

 

 

 


